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自動車用シートの耐久性を考慮した
アレルゲン低減シート表皮の開発

Development of Anti-allergenic Compound for Durability of Automotive Seat Fabric

要　　旨

乗員の衣服などに付着して車室内に持ち込まれるアレル

ゲン物質として，主にダニおよびスギ花粉が挙げられる．

これらのアレルゲン物質に対して不活化性能を示し，摩耗

や環境老化といった自動車の厳しい条件に耐え，未加工品

同等のアセンブリ外観商品性を有するアレルゲン低減シー

ト表皮の開発をおこなった．

上記の性能を達成するために，多数の抗アレルゲン剤の

中から最適な材料を選定するとともに，配合比，粒径，バ

インダ剤，塗布方法について改良を加え，ねらいの性能を

有するシート表皮を開発することができた．

さらにスギ花粉以外の花粉アレルゲン物質についても検

証をおこない，１年を通じてアレルゲン低減効果を発揮で

きることを確認した．

ABSTRACT

Mite and cedar pollen allergens can be indicated 
as the main allergens that are carried into automobile 
passenger cabins, for example by adhering to the 
clothes of vehicle occupants. An allergen-reducing 
seat fabric has been developed that displays good 
deactivation performance against these allergens, and 
is resistant to the friction, environmental aging, and 
other severe conditions characteristic of automobiles.

In order to realize this performance, optimal 
materials were selected from among multiple anti-
allergenic compounds. In addition, attention was paid 
to the compounding ratio, particle size, binding agent, 
and coating method in order to produce a seat fabric 
conforming to performance targets.

Tests of the efficacy of the seat fabric in relation 
to allergens other than cedar pollen indicated that it is 
effective in reducing allergens throughout the year.

１．まえがき

近年，日本におけるアレルギー疾患の発症率は増加傾

向にあり，特に目鼻アレルギーの有症率は高い（１）．また健

康，快適志向の高まりにより，自動車室内においても乗員

への健康，快適性を配慮した機能を持たせた付加価値技術

が多く提案されている．

既に量産されている自動車室内のアレルゲン低減機能を

有する空調装置のアレルフリー高性能脱臭フィルタは，外

気から侵入する花粉などのアレルゲン物質を低減できる

が，乗員の衣服などに付着して車室内に持ちこまれるアレ

ルゲン物質については低減できない．この経路で持ち込ま

れるアレルゲン物質には，花粉のみでなく目鼻アレルギー

の原因となるダニアレルゲンも含まれ，特にシート表皮上

へ蓄積する（Fig. 1）．

本研究は，１年を通してさまざまなアレルゲン物質に対
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して不活化性（低減性）を示す抗アレルゲン剤を，その耐久

性およびシート本体の商品性，機能を損なうことなく自動

車用シート表皮へ定着加工を施すことで，車室内の快適性

を向上させることを目的とした．

林　　　里　恵＊

Rie HAYASHI

Fig. 1   Mite and cedar pollen allergen count on 
automotive interior fabrics

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

Seat Door Roof

A
lle

rg
en

 q
ua

nt
ity

 (
ng

/m
2 )

Cedar pollen allergen

Mite allergen

https://doi.org/10.69239/hondatechnicalreview.2012_24_2_10



－ 68 －

 Honda  R&D  Technical  Review Vol.24  No.2 (October 2012)

２．抗アレルゲン剤とは

一般的なアレルギー症状発症メカニズムは，肥満細胞に

付着した抗体とアレルゲン物質（抗原）が接触（反応）する

ことにより抗原抗体反応（Fig. 2）が起き，炎症物質（ヒスタ

ミン等）が放出されることで，神経や血管を刺激し，アレル

ギー症状が発症することである（２）．

抗アレルゲン剤とは，アレルゲン物質を吸着して，その

タンパク質構造に作用し変性させることで，アレルゲン物

質と体内の抗体との反応を抑制する物質である．

加工性，量産性などの観点から最適な加工法，バインダ剤

選定などの検討をおこなった．

3.3. シートアセンブリ時の外観商品性保持
変色や白化などによるシートアセンブリとしての外観商

品性の低下を引き起こすことなく，抗アレルゲン剤の性能

を向上させるため，表皮全体へ均質に定着させる仕様を検

討した．

3.4. ダニ・スギ花粉以外のアレルゲンへの効果検討
日本国内において年間を通じたアレルゲン低減シートの

効果を確認するために，ヒノキとブタクサアレルゲンにつ

いても検証を実施した．

４．アレルゲン低減シート表皮の基本仕様

4.1. 抗アレルゲン剤仕様
本研究で適用する抗アレルゲン剤として，無呈色であ

り，耐水性が高く，熱や光などの環境条件下でも安定的で

ある候補材料を数十種類の中から選定した．さらにその中

から，ダニ・スギ花粉アレルゲン双方に対し３章の開発目

標を満足する効果を発揮できるよう，水酸基をもつ芳香族

ポリマと酸化ジルコニウムの２種類を配合した（Fig. 3）．

また，表皮へ加工した際，アセンブリ外観商品性へ影響

する剛軟性や伸び率を保持でき，少ない塗布量で接触回数

を向上させ高い不活化性能を得られるよう，平均粒子径を

0.8	μmから 1.0	μmと比較的微細な仕様とした．

4.2. 耐久性を考慮したバインダ剤仕様
シート乗降時等の摩耗による抗アレルゲン剤の脱落を防

ぎ，抗アレルゲン剤を表皮に定着させるためにバインダ剤

を混合した．バインダ剤の種類を検討した結果，難燃性や

耐チョークマーク性などの性能も満足できるポリエステル

樹脂を選定した（Table 1）．

4.3. シート表皮への加工方法
加工方法として，一般的に自動車のシート表皮へ樹脂加

工する際に用いられるディッピング法を採用した．この方

法を選定することにより，表皮全体へ抗アレルゲン剤加工

Fig. 2   Mechanism of antigen-antibody reaction
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Fig. 3   Structure of anti-allergenic compounds (image)
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３．開発のねらい

従来の抗アレルゲン剤加工を施したシート表皮の課題

は，抗アレルゲン剤の呈色などの影響により低減対象であ

るアレルゲンが限定されてしまうことや，自動車室内の環

境条件や摩耗による抗アレルゲン剤の性能低下，シートア

センブリ時のスチーム白化などによる外観商品性の低下な

どが挙げられる．

本研究で開発したアレルゲン低減シート表皮は，前述の

課題を克服するとともに自動車用表皮として求められる性

能を満足することを目標とした．

3.1. 不活化性能の目標設定
本研究では，低減対象とするアレルゲン物質を一般的に

ニーズの高いダニおよびスギ花粉とし，完成車想定条件に

よる不活化性能の目標を定めた．

ダニアレルゲンについてはWHOにて発症しきい値が設

定されている．完成車で検出されたダニアレルゲン量をも

とに，一晩おいた後，WHO の発症しきい値以下となるよ

う，不活化率（低減率）目標を定めた．

スギ花粉アレルゲンについては，環境省（３）の花粉飛散

量目安の中で最も飛散量が少ないと数値設定されている

10 個 /cm2 以下を参考に，シート表皮上のスギ花粉アレル

ゲン量が常に花粉 10 個 /cm2 以下相当となるように不活化

率目標を定めた．

3.2. 耐久性目標設定検討
自動車の厳しい環境条件や摩耗などの耐久試験後でも高

い不活化性能を維持できることを目標とし，耐久性，均質
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を施せるため，高い不活化性能を得ることができ，バイン

ダ剤との併用により，耐久性向上も可能である．	
Fig. 4に工程イメージを，Fig. 5に加工前後の表皮の電

子顕微鏡拡大写真を示す．

５．性能検証結果

5.1. ダニ，スギ花粉アレルゲン不活化特性
アレルゲン不活化性能を評価するにあたり，一般的に

適用されている測定方法である ELISA 法（２）を用いて，
Table 2の条件に基づき測定をおこなった．この条件は，
Fig. 1に示した実車に蓄積しているアレルゲン量を参考に

設定した．
Fig. 6に示す通り，ダニおよびスギ花粉アレルゲンに対

し，共に 97% 以上の高い不活化性能を発揮することがで

きた．

5.2. 自動車用シート表皮としての耐久性
自動車の厳しい環境下（熱，湿度，光）でも抗アレルゲン

剤の効果が損なわれることがないか，各種耐久性試験を実

施し不活化性能を確認した（Fig. 7－ Fig. 9）.

開発したアレルゲン低減シート表皮は自動車の厳しい環

境下でも，性能を保持することを確認した．さらに，シー

トの使い勝手を考慮し，シート表皮をテーバ摩耗試験機に

よる摩耗試験，およびシートアセンブリでの乗降耐久試験

Table 1   Test results for binder resin

: OK,    : No good

Flame
resistance

Chalk mark
resistance

Compatibility with
anti-allergenic treatmentKind of binder resin

Polyester resin

Polyurethane resin

Acrylic resin

None

Fig. 4   Processing method for seat fabric
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Dipping Mangle Drying

Binder resin + anti-allergenic compounds

Fig. 5   SEM photograph of seat fabric

50 µm 50 µm

Cross-section
of fabric

Binder resin
and
anti-allergenic 
compounds

Yarn

After treatmentBefore treatment

Table 2   Test conditions for ELISA

Kind of allergen Test piece size Allergen concentration

Mite 1.575 ng/ml

Cedar pollen 0.325 ng/ml
25 cm2

Fig. 6   Test results for deactivation rate
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Fig. 7   Test results for deactivation rate after light 
resistance
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Fig. 8   Test results for deactivation rate after heat and 
humidity resistance
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後の不活化性能の検証をおこなった（Fig. 10，Fig. 11）．

結果として，初期のみでなく，自動車のシート表皮とし

て想定される各種の耐久条件後においても，不活化性能を

発揮することができた．

5.3. 表皮単体性能および ASSY 外観商品性の検証
抗アレルゲン剤加工を施した製品が，シート表皮および

アセンブリとして要求される性能や外観商品性を満足する

ことが必要であるため，これらについて検証をおこなった．

一般的に自動車用シート表皮として求められる表皮性能

（強度特性，環境特性変退色等）の確認結果を Table 3に示

す．加工表皮の一般性能は未加工表皮同等レベルであり，

加工による伸び率や強度の低下はほとんどない．

抗アレルゲン加工表皮について，Table 4に示す通り，

シートアセンブリでの外観検証を実施した結果，未加工品

同等の外観性を有し，またチョークマークやスチーム白化

などの課題は発生しないことがわかった．

アセンブリ性検証に使用した表皮は，外観性が確認しや

すいよう，黒色無地の表皮を選定した．

5.4. スギ花粉，ダニ以外のアレルゲンへの効果検証
日本国内において，ダニ，スギ花粉以外に目鼻アレル

ギーを引き起こす原因とされている春に飛散するヒノキ

花粉，夏から秋にかけて飛散するブタクサ花粉（２），（３）につ

いても不活化性能の検証をおこなった．結果を Fig. 12に

示す．ヒノキ，ブタクサ花粉アレルゲンに対しても，開発

シート表皮は不活化性能を発揮することが確認できた．本

研究で開発したアレルゲン低減シート表皮は，年間を通し

て実用性が高いことがわかった（Fig. 13）（２），（４）．

Fig. 9   Test results for deactivation rate after heat 
resistance (100°C)
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Fig. 10   Test results for deactivation rate after TABER 
abrasion (3000 cycles)
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Fig. 11   Deactivation rate after ingress and egress 
durability
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Table 3   Test results for seat fabric

Item Non-process Process

Constant elongation (%) 23/22 25/21

Tensile elongation (%) 93/108 103/106

Tearing strength (N) 218/173 188/155

Stiffness (mm) 33 39

Color fastness (grade) 4.5 4.5

Light resistance (grade: color change) 4.5 4.5

Heat resistance (grade: color change) 4.5 4.5

Heat and humidity resistance (grade: color change) 4.5 5.0

Table 4   Seat ASSY appearance

Seat ASSY appearance Results

Chalk mark None

Water mark None

Wrinkle None

Yarn breakage None

Fig. 12   Test results for deactivation rate of cypress 
and ragweed pollen allergens
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６．まとめ

本研究において，自動車用シートの耐久性，商品性を考

慮したアレルゲン低減シート表皮を開発した．

（１）	２種類の抗アレルゲン剤を配合することで，ダニ，ス

ギ花粉アレルゲンのみならず，ヒノキ花粉，ブタクサ

花粉など複数のアレルゲンにも不活化性能を発揮す

るシート表皮材仕様を確立した．

（２）	最適なバインダ剤と加工法を選定することで，自動車

のシート表皮としてさらされる耐久条件下において，

不活化性能を保持できる仕様を確立した．

（３）	抗アレルゲン剤を微細化し，バインダ剤で表皮全体

へ均質に加工することで，シートアセンブリ外観商

品性に関わる伸びや剛軟度，耐チョークマーク性を

保持した．

本研究で開発したアレルゲン低減シート表皮は，N	BOX

にてアレルクリーンシートとして採用した．シート表皮へ

の機能性付与技術は，商品魅力向上手段のひとつとして，

幅広い適用拡大が期待される．
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Fig. 13   Terms of pollen scatter in Japan
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